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発
展
の
礎
と
な
る
事
業
を

森
田
会
長
、後
輩
へ

多
彩
な
経
験
を
訴
え

実行委員会を設立

　
原
田
ゆ
み
子（
高
20
）

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に

は
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
定
期
総

会
は
２
年
続
け
て
開
催
で
き

ず
、
大
変
残
念
な
思
い
で
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

２
０
２
７
年
に
は
母
校
の
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
５
年

後
で
す
。
こ
の
た
め
、
昨
年
８
月

28
日
に
森
田
一
義
さ
ん
（
高
16
）

に
実
行
委
員
長
に
就
任
い
た
だ
き
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
よ
き
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本
年
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
一
昨
年
に
続
き

２
学
期
後
半
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
る
毎
日
が
続

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
日
々
に
あ
っ

て
５
月
に
予
定
し
て
い
た
翔
丘
祭

は
約
１
カ
月
延
期
し
、
６
月
10
、

11
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
映
像
に

よ
る
代
替
行
事
「
謳
架
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
９
月
初
め
に
予
定
し

て
い
た
大
運
動
会
も
２
回
も
の
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
翔
丘
祭
同

様「
雄
飛
双
輪 

～
繋（
つ
な
）ぐ
」

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
映
像
に
よ
る

代
替
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
校
に
と
っ
て
大
切
な
「
筑
高

三
大
行
事
」
の
２
つ
が
こ
う
い
う

変
則
的
な
形
で
し
か
実
施
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
生
徒
諸
君
は
も

と
よ
り
、
私
た
ち
教
職
員
に
と
っ

て
も
断
腸
の
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
生
徒
諸
君
は
度
々
の
変
更

や
制
約
が
あ
る
中
、
仲
間
と
と
も

に
考
え
、
議
論
を
重
ね
、
そ
う
し

た
変
更
や
制
約
に
前
向
き
で
柔
軟

な
見
事
な
対
応
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
さ
に
筑
高
生
の
底
力
の

遺
憾
な
き
発
揮
そ
の
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　

例
年
通
り
の
行
事
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
筑
高
生
の
素
晴
ら

し
い
力
に
よ
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
、
翔
丘
祭
を
含
む
「
新

た
な
文
化
」「
新
た
な
大
運
動
会
」

を
見
事
に
創
造
し
た
こ
と
は
本
校

の
歴
史
に
深
く
刻
ま
れ
る
成
果
で

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
力
で
受
験
勉
強
に
努

力
し
て
き
た
３
年
生
も
、
い
よ
い

よ
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
皮
切

り
に
大
学
入
試
に
臨
み
ま
す
。
１
、

２
年
生
も
進
級
に
向
け
て
の
仕
上

げ
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
今
年

２
０
２
２
年
も
、
筑
高
は
生
徒
・

教
職
員
が
と
も
に
「
夢
と
理
想
と

希
望
」
に
向
か
っ
て
全
力
で
邁ま

い

進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
の
設
立
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
森
田
委
員
長
に
は
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
首
都
圏
や
関
西
支
部
を

は
じ
め
と
す
る
各
支
部
長
、
議
員

や
同
窓
会
長
経
験
者
等
、
常
任
幹

事
の
皆
さ
ま
方
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
推
進
体
制
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

　

１
０
０
周
年
に
向
け
て
は
、
生

徒
た
ち
の
多
様
な
学
び
を
支
援
し
、

日
本
や
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
て
る
と
と
も
に
、
母

校
の
こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
実
績
に

加
え
、
さ
ら
な
る
発
展
の
礎
と
な

　

筑
紫
丘
高
校
は
１
９
２
７
（
昭

和
２
）
年
、
前
身
の
筑
紫
中
学
開

校
以
来
、
５
年
後
の
２
０
２
７
年

に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　

一
世
紀
と
い
う
歴
史
的
な
節
目

の
記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
の
設
立
総
会
が
昨
年
８
月

28
日
、
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
会
場
へ
の
参
加

は
制
限
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
全
国

の
同
窓
生
の
結
集
の
た
め
、
会
長

に
は
森
田
一
義
（
タ
モ
リ
）
さ
ん

（
高
16
）
に
就
任
い
た
だ
き
、
副

会
長
に
は
首
都
圏
同
窓
会
の
代
表

を
は
じ
め
各
支
部
の
支
部
長
に
就

任
い
た
だ
い
た
。

　

森
田
会
長
は
ビ
デ
オ
に
よ
る
あ

い
さ
つ
で
１
０
０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
学
校
設
備
の
充
実
と
と
も

に
、
自
身
が
高
校
で
の
予
餞
（
せ

ん
）
会
の
と
き
、バ
ン
ド
で
演
奏・

会
長
あ
い
さ
つ

校
長
あ
い
さ
つ

発
揮
し
た
筑
高
生
の
底
力

深ふ
か

瀬せ　

信し
ん

也や

筑 紫 丘
高 等 学 校
同 窓 会
公式LINE
アカウント
　このたび、同窓会の
活動をより多くの世代
に届けるために広報委
員会の尽力により、筑
紫丘高校同窓会公式
LINEアカウントが開
設されました。
　不定期配信ではあり
ますが、同窓会からの
お知らせを皆さまのお
手元にお届けします。
　ぜひQRコードから
登録をお願いいたしま
す。

 100周年記念事業

司
会
し
た
こ
と
、
地
学
が
ど
の
授

業
よ
り
好
き
で
勉
強
し
た
こ
と
な

ど
の
経
験
が
自
分
の
今
の
仕
事
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後

輩
た
ち
に
は
こ
の
１
０
０
周
年
記

念
事
業
で
い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
体

験
を
さ
せ
、
新
し
い
知
識
や
意
識

向
上
を
援
助
す
る
ソ
フ
ト
事
業
の

拡
充
を
訴
え
ら
れ
た
。

　

母
校
は
１
０
０
周
年
に
向
け
て

校
舎
の
全
面
改
築
に
か
か
り
、
今

年
３
月
に
は
建
て
替
え
第
１
棟
の

本
館
棟
が
完
成
す
る
。

　

同
窓
会
は
、
こ
の
創
立
１
０
０

周
年
記
念
事
業
の
成
功
に
向
け
、

同
窓
生
の
一
層
の
協
力
を
要
請
し

て
い
く
。　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

る
よ
う
な
記
念
事
業
に
つ
い
て
、

実
行
委
員
会
で
検
討
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
在
校
生
へ
の
育
英
奨
学

事
業
を
行
う
一
般
財
団
法
人
筑
紫

丘
高
校
同
窓
会
奨
学
財
団
を
昨
年

４
月
１
日
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

理
事
長
に
は
森
田
さ
ん
に
就
任
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
早
々
に
は

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
に
向
け
て
は
同
窓

会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
が
必
要

で
す
。皆
で
力
を
合
わ
せ
、頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

ビデオであいさつする森田一義さん（高16）

創立100周年記念事業実行委員会設立総会＝天神スカイホール
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↘同級生が一同に会するはずでした。
　それはかないませんでしたが、ここに
至る道程において、多くの友人と真剣に
話し合い、悩み、喜びを分かち合うこと
ができたことは今後の人生において財産
となりました。

☆社会人講演会中止
　新聞社勤務
斎藤　良太（高44）

　「やる気満々だった
のに…」
　後輩の進路選択の

お手伝いをする。栄誉なことだと感じ、
二つ返事でお引き受けしました。マスコ
ミ業界、中でも新聞は若年層の「紙離れ」
に悩んでおり、ネット上で「マスゴミ」とも
揶揄（やゆ）されています。生徒の本音
を聞き、新聞を魅力的にするヒントをつ
かみたい、との思いもありました。
　講師は生徒が自ら選ぶと聞き、関心を
引くため、あえて挑発的なタイトルを考え
ました。「マスゴミで悪いか!?」。各分野
から選ばれた他の同級生講師に〝人気〟
で負けたくなかったからです。当日用に
作った資料には、防衛省担当の時に戦
闘機に体験搭乗した写真も載せ、記者
の仕事の面白さも伝えるつもりでした。

　社会人講演会が２年連続中止になっ
たのは残念です。来年度こそコロナが終
息し開催できることを祈念しております。

☆講演できなかった
　井元（野中）智子

（高44）

　私は東北大学農学
部の准教授。専門は
環境経済学です。最

近よく耳にするSDGsは、まさに研究分
野そのもので、経済も自然環境も両立可
能な社会を目指しています。経歴から随
分と優秀な筑高生だったと思われがちで
すが、実は数学が大の苦手でした。社
会人講演会のテーマにも「理系に凸った
数弱女子高生の30年間 〜ナウシカに憧
れて環境問題の解決を志した私の挫折
と回り道と幸せ」と記した程です。環境
問題を学ぶためにどこに進学すれば良
いのか、理系でどこかに合格できるのか、
悩みに悩みました。今、野生動物と人
の共生問題や食と幸せ研究に取り組み、
現地調査で野外に出かけ、データ解析
でPCと向き合う生活は幸せです。真っ
すぐな一本道でなくても、志していれば
必ず道を通すことはできると信じています。
不為也、非不能也。

宇宙誕生の研究を　東大進学生
　東京大学理科Ⅰ類に合格しました。私は
小学校入学前から宇宙に興味を持ち、宇
宙誕生の謎を研究する科学者になることが
夢でした。
　将来は素粒子物理学者となり、CERN

（欧州合同原子核研究所）のような世界
最大規模の施設で素粒子の観点から宇
宙誕生を研究したいと考えています。東大
では理学部物理学科に進み、相対性理
論や量子力学など研究に必要な知識を広
く深く身につけるつもりです。

箱根駅伝出場目指す　早稲田大進学生
　私は早稲田大スポーツ科学部に進学し
ます。４年間の大学生活の目標は競走部
の一員として箱根駅伝に出場することです。
スポーツ特待生としてではなくて、一般入
学生として活躍することで、箱根駅伝を走
ることを目標にしている学生に勇気を与えた
いと思っています。
　スポーツ科学部では自分が速く走るため
に必要なことを研究するつもりです。中学

校で始めた陸上競技の集大成となる４年
間にします。競走部に入部するつもりです。
　競走部では部の規則でアルバイトができ
ないので親に学費を出してもらえるようにお
願いしました。その負担を軽くしようと教育
支援金の受給に応募しました。これからの
４年間、陸上競技に取り組み、活躍する
ことで母校の後輩たちのあこがれとなれるよ
うに頑張ります。

夢あきらめず浪人生活へ
　　　　　　　工学部進学希望生
　進学支援金は受験料と会場までの交通
費に使わせてもらいました。国立大学を前
期、後期ともに受験しましたが、結果は不
合格。つらい１年になりますが、もう１年の
受験勉強を決意しました。
　私は建築家が目標ですが、最近は宇宙
工学にも興味があります。工学部を第一志
望にこれから頑張りたいと思います。浪人
生活は先は長く目標を見失いそうになること
もあるでしょうが、夢をあきらめず日々 精進し
ます。

　
「
本
校
の
校
訓
は
『
剛
健　

叡

智　

創
造
』
で
あ
り
、
校
歌
に
は

『
日
本
守
護　

日
本
開
拓　

日
本

創
造
』
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
精
神
は
本
校
に
お
け
る
学
び
に

結
実
し
て
お
り
、
本
校
に
お
い
て

学
ぶ
在
校
生
た
ち
は
、
大
い
な
る

智
恵
を
育
み
、
人
格
を
陶
冶
し
、

そ
の
創
造
力
を
も
っ
て
こ
の
困
難

な
世
界
の
未
来
を
大
き
く
拓
い
て

い
く
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
か
か

る
本
校
在
校
生
た
ち
の
向
学
の
志

を
支
え
、
日
本
や
世
界
を
舞
台
に

活
躍
す
る
人
材
に
育
て
る
こ
と
は
、

本
校
の
精
神
を
よ
く
知
る
本
校
同

窓
生
す
べ
て
の
希
望
で
す
」

　

こ
れ
は
昨
年
４
月
１
日
に
め
で

た
く
設
立
の
運
び
と
な
っ
た
「
福

岡
県
立
筑
紫
丘
高
校
同
窓
会
奨
学

財
団
」
設
立
趣
意
書
か
ら
の
抜
粋

で
す
。

　

同
窓
会
は
平
成
24
年
に
在
校
生

進
学
支
援
の
た
め
卒
業
生
か
ら
の

篤
志
・
総
会
運
営
収
益
等
を
原
資

に
教
育
支
援
基
金
を
設
立
以
来
、

毎
年
、
本
校
３
年
生
に
進
学
支
援

金
（
10
万
～
20
万
円
）
給
付
実
績

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
教
育
支
援
基

金
の
一
部
が
財
団
の
基
本
財
産
と

な
り
ま
し
た
。

　

財
団
は
森
田
一
義
先
輩
（
高

16
）
を
財
団
理
事
長
に
、
原
田
ゆ

み
子
同
窓
会
会
長
（
高
20
）、
吉

村
敏
幸
（
高
20
）、道
永
幸
典
（
高

28
）、
荒
木
英
二
（
高
29
）、
藤
也

寸
志
（
高
29
）、
矢
野
彰
一
（
高

奨
学
財
団
を
設
立

開
校
記
念
講
演
会

温
か
い
激
励
と
ご
厚
志
を

国
際
視
点
の
大
切
さ
訴
え

大
六
野
・
明
大
学
長
強
調

　
財
団
専
務
理
事
　
世
良
洋
子（
高
45
）

31
）、
田
中
誠
一
（
高
37
）
の
諸

先
輩
を
理
事
に
、
大
坪
一
彦
先
輩

（
高
29
）
を
監
事
に
迎
え
、
力
強

い
役
員
体
制
の
も
と
正
に
走
り
出

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
財
団
は
筑
高
卒
業
生
諸

兄
諸
姉
に
よ
る
篤
志
の
受
け
皿
と

な
り
有
為
の
在
校
生
へ
と
奨
学
援

助
を
な
す
こ
と
で
母
校
へ
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
こ
で
更
な
る

体
制
強
化
の
た
め
今
年
４
月
１
日

よ
り
公
益
財
団
法
人
と
成
る
の
を

目
指
し
、
同
窓
会
本
部
事
務
局
の

粉
骨
砕
身
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
鋭

意
公
益
認
定
申
請
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

目
下
の
激
変
社
会
情
勢
に
あ
っ

て
未
来
を
切
り
開
い
て
き
た
我
が

筑
高
生
諸
兄
姉
に
よ
る
愛
情
深
い

物
心
両
面
の
応
援
こ
そ
が
、
生
徒

に
と
っ
て
何
よ
り
の
励
み
で
す
。

ど
う
か
一
層
の
温
か
い
激
励
と
ご

厚
志
と
を
、
本
年
度
ま
で
は
同
窓

会
本
部
へ
、
来
年
度
以
降
は
公
益

　

母
校
ラ
グ
ビ
ー
部
で
二
年
上
の

先
輩
・
主
将
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。 

明
治
大
学
の
学
長
で
あ
る
大
六
野

（
だ
い
ろ
く
の
）
耕
作
先
輩
で
す
。

教
育
支
援
基
金
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

｢

教
育
支
援
基
金
」
は
平
成
24

年
１
月
か
ら
続
く
、
家
庭
経
済
環

境
の
急
変
等
に
よ
り
進
学
費
用
の

確
保
が
困
難
な
生
徒
を
支
援
す
る

基
金
で
す
。
今
年
４
月
か
ら
は
、

よ
り
一
層
生
徒
へ
の
奨
学
支
援
を

拡
充
す
る｢

筑
紫
丘
高
校
同
窓

会
奨
学
財
団
」
に
募
金
を
移
行
す

る
予
定
で
す
。
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
教
育
支

援
基
金
へ
の
寄
付
は
以
下
の
方
々

で
し
た
。
23
万
２
千
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

　

藤
忠
（
高
２
）、山
口
英
則
（
高
12
）、

火
山
邦
彦
（
高
13
）、高
橋
靖
孝
（
高

13
）、
藤
野
軍
次
（
高
14
）、
稲
員
大

三
郎
（
高
15
）、
河
賀
泰
子
（
高
17
）、

手
島
憲
三
（
高
24
）、内
田
洋
子
（
高

24
）、
亀
田
幸
子
（
高
25
）、
緒
方
裕

二
（
高
29
）、
諸
岡
裕
子
（
高
30
）、

綾
部
純
子
（
高
36
）、田
中
誠
一
（
高

37
）、
樋
口
み
ど
り
（
高
37
）、
吉
野

淳
（
高
42
）、
世
良
洋
子
（
高
45
）

寄
付
者
一
覧

財
団
へ
と
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
る
、
卒
業
生
に

よ
る
現
役
高
校
生
向
け
の
記
念
講

演
会
は
昨
年
は
７
月
９
日
に
開
催
。

３
年
生
は
講
堂
で
間
隔
を
空
け
着

席
。
１
、２
年

生
は
教
室
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
聴

講
。
私
も
来
賓

席
で
拝
聴
し
ま

し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は

｢

時
代
を
切

り
拓
く
力
～

　教育支援金を受給された進学生からは毎年、お礼の手紙が寄せられ
ている。令和２年度の中から３点を紹介する。

教育支援金を受給して（原稿は2021年３月現在です）

チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
準
備
は
で
き
て

い
る
か
」。
ご
自
身
の
大
学
入
学

後
か
ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ア

メ
リ
カ
留
学
の
話
か
ら
、
国
際
的

な
視
点
を
養
う
大
切
さ
、
行
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
何
か
が
起
こ
る

可
能
性
、
そ
う
し
て
切
り
拓
く
こ

と
の
大
事
さ
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
高
校
時
代
の
成
績
は

大
し
た
こ
と
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
留
学
に
よ
っ
て
人
生
が
大
き

く
変
わ
っ
た
と
の
こ
と
。
高
校
生

に
は
示
唆
に
富
む
内
容
で
し
た
が
、

私
も
大
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

つ
い
で
に
、
生
徒
た
ち
が
明
治
大

学
を
受
験
す
る
な
ら
ア
ド
バ
イ
ス

も
で
き
る
と
の
ア
ピ
ー
ル
も
さ
れ

て
い
ま
し
た
（
笑
）。

　

講
演
と
は
別
に
ラ
グ
ビ
ー
部
に

も
ご
厚
情
を
頂
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。（

副
会
長 

村
上
隆
英　

高
26
）

進
取
の
意
気
に
火
も
ら
っ
た

　

開
校
記
念
講
演
会
で
大
い
に
刺

激
を
受
け
た
生
徒
た
ち
。
感
想
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。

○
海
外
に
行
く
こ
と
は
い
ろ
い
ろ

な
面
で
リ
ス
ク
は
あ
る
が
「
自
分

が
や
り
た
い
と
決
め
た
こ
と
は
一

度
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
み
て
も
意

外
と
そ
ん
な
に
大
き
な
リ
ス
ク
で

は
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
聴
い
て
、

前
に
進
む
勇
気
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

○
先
生
の
話
は
分
か
り
や
す
く
て
、

明
治
大
学
の
こ
と
や
自
身
の
留
学

経
験
な
ど
か
ら
国
際
的
な
視
点
を

持
ち
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
目
を

向
け
る
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

時
代
の
厳
し
さ
に
負
け
ず
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
全
力
で
で
き

る
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

○
自
分
は
３
ｍ
以
内
の
人
た
ち
だ

け
で
で
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

本
当
は
30
ｋｍ
以
内
の
人
々
、
ま
た

は
そ
れ
以
上
の
人
々
で
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
聴
い
て
、
私
自

身
腑
（
ふ
）
に
落
ち
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
外
国
に
行
く
の
に

興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

　

大
六
野
先
生
に
は
生
徒
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
・
進
取
の
意
気
に
火

を
つ
け
る
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

質
疑
応
答
で
も
大
変
盛
り
上
が
り

を
み
せ
ま
し
た
。
ま
た
「
こ
れ
か

ら
は
今
ま
で
と
違
う
道
を
進
む
人

も
出
て
く
る
と
思
う
」
と
い
う
言

葉
に
は
、
前
例
が
な
い
こ
と
で

あ
っ
て
も
努
力
す
る
意
味
は
あ
る

の
だ
な
と
前
向
き
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
て
、
本
当
に
有
意
義
な
時

間
で
し
た
。（

角
聰
義
教
諭　

高
47
）

講
演
し
た
大
六
野
・
明
大
学
長
（
写
真
下
）
と

村
上
副
会
長

「奨学財団振込口座」
福岡銀行（0177）　大橋支店（273）
普通預金　口座番号：3056578

一般財団法人筑紫丘高校同窓会奨学財団

「教育支援基金募金振込口座」
ゆうちょ銀行

口座番号：01710-0-137934
筑紫丘高等学校教育支援基金
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☆「おかえり」と
　声掛けたい

八塚　富三郎（高45）
（令和４年度総会実行委員長）

　令和２年度から続く新
型コロナウイルスの影響
が多方面に出るなか、医
療従事者の同窓生の皆

様におかれましては、心身ともにお疲れの
ことと思います。心よりお見舞い申し上げます。
　このような中、母校同窓会福岡総会も残
念ながら２年連続で開催見送りとなりまし
たが、ワクチン接種や治療薬などの効果も
あってようやく出口が見えてきました。
　令和４年度の総会は「おかえり」「繋（つな）
がる丘」をメッセージテーマとして、開催に
向けて準備を進めております。
　創立100周年に向け、コロナと共生する
同窓会のキックオフ総会として、楽しいひと
ときを過ごしていたきたいと思っております。
　今年の６月11日（土）皆さまに「おかえり」
と言ってお会いできることを心待ちにしてお
ります。

☆山あり谷ありの先に
　安心総会を

海藤　哲義（高44）
（令和３年度総会実行委員長）

　「新しい総会開催様
式」として母校の講堂で

開催を予定しておりました2021年度総会は、
20年に続き２年連続で中止を余儀なくされ
ました。
　44回生は当番幹事として動き出したころ
から新型コロナ騒ぎとなり、先の見えない
不安な日々 が続きました。感染者数の波の
ように山あり谷ありの中で準備を進めてきま

した。何かできることがないかとみんなで
考え、オンライン開催も検討しましたが、例
年通りのホテルニューオータニでの会食をあ
きらめ、高校講堂での開催へとかじを切り
ました。総会は「会えること」に重きを置い
たのです。
　それでもコロナ禍で結局中止に。残念で
したが、成し得たものもありました。新聞
広告の継続、社会人講演会の準備、初め
てのWEB申し込み・事前精算の体制構築、
ラインスタンプ作成などです。
　今後大きな山が来ないように祈りつつ、
その先に以前のような 「安心して会える総
会」で皆さまにお会いできる日を楽しみにし
ています。

☆中止への道は
　人生の財産

山田　邦彦（高44）
（学年幹事兼総会班リーダー）

　８年前の６月、ニュー
オータニで行われている

総会に足を踏み入れた時のことを昨日のよ
うに思い出します。1000人を超える参加者
の数、会場の規模、そして幹事の先輩方
のおもてなしに圧倒され、筑高生であるこ
とに改めて誇りを持てた瞬間でした。
　それがご縁で学年幹事になり、SNSで
案内をしてみたり、友人に声をかけたりし
ながら総会への参加を呼びかけましたが、
なかなか同級生の参加者が増えず、一年、
また一年と幹事学年が近づき、焦る気持
ちでいっぱいでした。
　しかし、参加人数も徐 に々増え、一昨年
ついに10人を超える同級生が総会のテー
ブルに並びました。その後、友が友を呼び、
今回総会が開催されれば70人を超える↗ 

近　況

生
活
安
全
部
長
な
ど
を
歴
任
。
福

岡
県
警
総
務
部
長
で
勇
退
す
る
ま

で
の
功
労
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ス
コ
ア
は
グ
ロ
ス
86
、
ネ
ッ
ト

69
・
２
で
し
た
。
２
位
は
塚
本
要

二
郎
さ
ん
（
高
35
）。

　

女
子
優
勝
は
末
吉
江
津
子
さ
ん

（
高
35
）。

（
梶
原
智
博　

高
31
）

当
選
お
め
で
と
う

大
野
城
市
長
選
（
９
月
５
日
）

井
本　

宗
司
（
高
23
）

第
49
回
衆
議
院
議
員
選
挙

（
10
月
31
日
）堤　

か
な
め
（
高
31
）

関
西
支
部
２
０
２
１

『
楽
し
く
な
け
れ
ば

総
会
じ
ゃ
な
い
！
』

　
「
笑
っ
て
い
い
と
も
」
の
ス
タ

ジ
オ
ア
ル
タ
を
再
現
し
た
プ
チ
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
総
会
を
計
画
す
る
も

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
鑑
み
、
令
和

2
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
ピ
ュ

ア
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
関
西
支

部
総
会
が
同
3
年
10
月
17
日
、
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

支
部
会
員
32
人
、
深
瀬
校
長
や

２
年
ぶ
り
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

第
29
回
筑
中
・
筑
高
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
令
和
３
年
10
月
21
日
、
筑

紫
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
２
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
、
１
１
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
番
の
学
年
幹
事
に
よ
る
運
営

か
ら
、
交
流
委
員
会
の
担
当
に
な

り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
同
窓
生
の
楽
し
い

ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
は
堤
寛
さ
ん
（
高
25
）
で

エンタメ性が高くなった関西支部総会

原
田
同
窓
会
会
長
を
含
み
関
西
以

外
か
ら
が
41
人
、
計
73
人
が
参
加
。

う
ち
34
人
が
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
２
度
目
の
今
回
は
更

な
る
進
化
を
図
ろ
う
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

の
双
方
向
性
を
生
か
し
た
海
亀
ヤ

ブ
ッ
シ
ュ
と
参
加
者
と
の
ト
ー
ク

コ
ー
ナ
ー
や
「
コ
ロ
ナ
を
ぶ
っ
飛

ば
そ
う
特
別
企
画
」
と
銘
打
っ
て

支
部
の
若
手
会
員
に
よ
る
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
と
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
の
動
画

投
稿
を
上
映
す
る
な
ど
の
新
メ

ニ
ュ
ー
追
加
で
よ
り
エ
ン
タ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
性
の
高
い
総
会
を
目
指

し
た
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
応
援

団
Ｏ
Ｂ
の
支
部
会
員
２
人
に
よ
る

演
武
で
は
、
エ
ー
ル
前
の
魂
の
こ

も
っ
た
口
上
に
ス
タ
ジ
オ
メ
ン

バ
ー
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
者
が
感
動

の
涙
を
流
す
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
、
と
て
も
ハ
ー
ト
フ
ル
な

総
会
で
も
あ
っ
た
。

支
部
長　

養
父
規
幸
（
高
24
）

「丘女会」だより

　イベント自粛が続いていましたが、丘女会は令和３
年９月18日、初めてのオンラインイベントを開催しまし
た。オンラインと視聴覚室での参加を合わせると高
校生から80歳を超える方まで各地より老若男女120人
以上に参加いただきました。第１部の基調講演には
Google日本法人やライン株式会社などの最先端企業
で要職を務め、現在は東京都市大学総合研究所未来
都市研究機構の機構長・教授の葉村真樹さんを講師
に迎え、第２部では丘女会発行のOKAME STYＬE
や講演会に登壇いただいた中から４名のゲストをお迎
えし、４つのグループに分かれて希望するゲストのお
話を伺いました。
　基調講演の葉村さんは、映像や豊富な事例で、テクノロジーは人の機
能を補完・延長するものであり「顧客視点」とは「人」にフォーカスすること、
自分ならではの価値と、世の中が必要とする価値が重なるところが大切、
人生100年時代を生きるにはさまざまな人やコミュニティと関わり、自分自
身を変化させていくことが大切、などと分かりやすくお話いただき、質問
にも回答くださいました。
　終了後のアンケートも大変
好評で、皆さんから「社会人
として働く上でとてもために
なる話やキーワードがたくさ
ん見つかりました」「イノベー
ションは技術の革新ではない
と言うところ、グッと胸を突
かれました」「人が何を求め
て、他者の役に立つことを考
え、創造できる力の基盤をい
かに育てるか考えさせられた」「海外企業と日本企業の考え方の違いが興
味深かった」「仕事に悩む中、どう進むべきか激励をいただいた。自分の
強みを意識してやってみます」などの感想が寄せられました。
　初めてのオンライン開催でしたが、ゲストに加えてたくさんの方がスタッ
フやファシリテータとして参加くださり、非常に良い成果が得られました。
ご協力ありがとうございました。この場をお借りして心よりお礼申し上げま
す。（丘女会副会長　太田由美子〈高32〉）
第２部：トークセッション

医師：雨宮直子さん（高38）
　東工大卒業後、いすゞ自動車研究所勤務から自分
の存在意義を考え、また人の役に立ちたいという思い
から医学の道へ。自分の適性に気づいて、結婚・出
産を通して働き方も変革。挑戦して「違うな」と感じた
ら思い切った方向転換を、自分らしさが発揮できる場
所を見つけてと薦められました。開業医としてコロナ
対応の現状も紹介いただきました。（原織代　高38）
国連職員：隈元美穂子さん（高40）
　高校卒業後コロンビア大学で修士号取得。日本企
業での勤務も経験し、2014年から国連勤務。国連や
Unitar（ユニタール）の活動内容、世界から見た日本
のSDGsの取り組みに対する評価、アフガニスタン情
勢、参加者からの質問への回答…等 、々多岐にわた
る内容でした。国際舞台で活躍できる人材は〝めげな
い、打たれ強い人゙ だそうです！（原織代　高38）
舞踏家・ダンサー：西園美彌さん（高55）
　バレエを通じて身体の構造や使い方に興味を持
ち、生体物理学を専攻。感覚では分かっている体の
あいまいな世界を科学的に分析・言語化すると同時
に、芸術的に表現できるのが強味で、初音ミクのキャ
プチャーも経験。体の動きや運動能力を高めるオリ
ジナルトレーニング「魔女トレ」が好評でSNSやユー 
チューブでも発信中。近く著書も刊行されるそうです。

（原織代　高38）
警察官：水上桃さん（高62）
　大学卒業後、福岡県警察官に。子どものころから
警官になりたくて、目指した経緯と警官になってから
の感想を語られました。これからの警察は、被害者

が声を上げにくい印象の改善が必要だと言われます。今後は子どもを育て
た経験を生かして、被害者となった子どもたちから話を聞く仕事をして行
きたいと熱く話されました。（小川訓名　高36）

第８回イベント「Creating　New Values」開催
自分ならではの存在価値─世の中のために何ができるのか

葉村真樹さん（高39）
東京都市大学総合研究所
未来都市研究機構　機構
長・教授

オンライン講演会に参加した人たちの
記念写真（一部）

　

渡
邊
達
哉
副
会
長
（
定
18
）
が

令
和
３
年
秋
の
叙
勲
で
、
長
年
に

わ
た
る
治
安
の
維
持
業
務
に
精
励

さ
れ
、
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
博
多
署
中
洲
交
番
を
振

り
出
し
に
主
に
警
備
公
安
畑
を
歩

み
、
宗
像
署
長
、
筑
紫
野
署
長
、

祝 

秋
の
叙
勲
を
受
章
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前
任
校
で
筑
紫

丘
へ
の
異
動
内
示

を
い
た
だ
き
、
１
年

が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
母

校
に
戻
り
、
当
時

の
面
影
が
残
る
校

舎
を
見
る
と
在
籍
し
て
い
た
27
～

29
年
前
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
り

ま
す
。
大
規
模
に
建
て
替
え
工
事

が
始
ま
る
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
母

校
に
戻
っ
て
勤
務
で
き
る
こ
と
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
高
校
在
学
時
、
部
活
動
に

も
生
徒
会
活
動
に
も
参
加
せ
ず
、

教
員
と
し
て
は
珍
し
い
経
歴
だ
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
現
在

で
も
高
校
時
の
良
き
思
い
出
が
あ

る
の
は
、
特
に
目
立
っ
た
生
徒
で

な
く
て
も
自
分
な
り
の
楽
し
み
を

筑
紫
丘
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

そ
こ
に
居
場
所
が
あ
っ
た
と
思
い

至
っ
て
い
ま
す
。

　

会
報
委
員
会
の
一
員
に
な
り
、

私
の
知
ら
な
い
筑
紫
丘
の
歴
史
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
な
ど
自
身
の

勉
強
に
な
る
と
と
も
に
、
同
窓
生

と
し
て
の
一
体
感
の
よ
う
な
も
の

を
感
じ
、
大
変
心
強
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
の
校
舎
は
令
和
７
年
度
か

ら
８
年
度
に
は
、
ほ
ぼ
解
体
が
完

了
し
て
し
ま
う
予
定
と
聞
き
及
ん

で
お
り
ま
す
。
現
在
の
校
舎
に
思

い
出
が
あ
る
生
徒
・
同
窓
生
が
、

本
校
に
戻
っ
た
と
き
に
驚
く
の
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
恐
ら
く
自
身
の
学
び
舎
の
姿

が
な
い
こ
と
に
寂
し
さ
も
感
じ
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
筑

紫
丘
同
窓
会
活
動
に
対
し
て
期
待

さ
れ
る
節
目
に
、
微
力
な
が
ら
も

お
役
に
立
て
る
こ
と
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

角
聰
義
（
高
47
）

宴座

コロナ禍の
学校は
いま？

　

74
期
生
が
２
年
生
だ
っ
た
令
和

３
年
の
１
月
初
旬
。
そ
れ
ま
で
北

海
道
ス
キ
ー
研
修
の
準
備
を
進
め

て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣

言
が
１
月
14
日
、
福
岡
県
に
発
令

さ
れ
、
旅
行
は
中
止
と
な
っ
た
。

代
替
案
も
検
討
し
た
が
、
感
染
防

止
の
徹
底
が
極
め
て
困
難
で
断
念

の
決
断
に
至
っ
た
。
２
年
生
関
係

者
は
悲
嘆
に
暮
れ
た
。

　

し
か
し
、
高
校
最
大
行
事
と
も

い
え
る
修
学
旅
行
が
中
止
で
は
忍

び
な
い
。
そ
こ
で
、
教
員
と
修
学

旅
行
実
行
委
員
（
各
ク
ラ
ス
２
人

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

健
勝
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
昨
年
５
月
よ
り
、
山
口
幸

之
助
会
長
（
高
28
）
の
後
を
引
き

継
ぎ
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
会
長
を

翔
丘
祭
の
中
止
と
代
替
行
事

　

第
74
回
翔
丘
祭
の
中
止
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
翔
丘
祭
に
向
け
て
準
備

し
て
き
た
成
果
を
発
表
す
る
場
を

設
け
る
と
と
も
に
伝
統
を
次
代
へ

つ
な
ぐ
た
め
、
代
替
行
事
の
実
施

が
決
定
。
こ
の
代
替
行
事
は
翔
丘

祭
恒
例
の
母
校
探
究
動
画
「
筑
高

リ
サ
ー
チ
」
を
は
じ
め
、
発
表
を

行
い
、
各
教
室
備
え
付
け
の
電
子

黒
板
に
ラ
イ
ブ
配
信
し
、
そ
れ
を

生
徒
が
鑑
賞
す
る
と
い
う
形
式
。

書
道
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
有

志
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
、
あ
ら
か

じ
め
収
録
し
て
お
い
た
発
表
動
画

も
流
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
教
室
で
翔
丘
祭
の
雰
囲
気
を

満
喫
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
代
替

行
事
当
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
文

化
展
示
ウ
ィ
ー
ク
」
が
設
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
の
制
作
物
や
文

化
部
の
各
種
展
示
発
表
等
を
校
内

で
見
て
回
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
今
で
き
る
最
大
限
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
互
い
に
認
め
合

い
、
た
た
え
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
は
大
き
く
様
変
わ
り

　

８
月
17
日
、
福
岡
県
は
４
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
に

指
定
さ
れ
、
本
校
で
は
後
期
夏
期

選
出
）
が
何
度
も
協
議
を
重
ね
、

代
替
行
事
「
Ｎ
ｅ
ｗ
楽
旅
行
」
を

企
画
。
１
月
末
ま
で
準
備
を
進
め

た
。

　

２
月
第
１
週
の
月
～
木
曜
日
に

か
け
て
校
内
で
代
替
第
一
弾
が
実

施
さ
れ
た
。
ク
ラ
ス
企
画
が
計
４

時
間
、
学
年
企
画
が
計
４
時
間
設

定
さ
れ
た
。
ク
ラ
ス
企
画
で
は
、

教
室
、
運
動
場
、
体
育
館
な
ど
で

ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。
学
年
企
画
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
使
っ
た
ク
ラ
ス
対
抗
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
、

偉
人
推
理
ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ
、

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

野
球
部
は
母
校
創
立
と
時
を
同

じ
く
し
て
創
部
さ
れ
、
現
在
94
周

年
を
迎
え
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
総
数

は
約
９
０
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
会
は
他
の
役
員
や
50
～
60

回
生
の
事
務
局
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
、
会
員
の
親
睦
や
母
校
野
球
部

の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
は「
総
会
開
催
」

「
ア
ン
ダ
ー
会
開
催
（
39
歳
以
下

の
親
睦
）」「
Ｏ
Ｂ
会
通
信
発
行
」

講
座
は
す
べ
て
中
止
、
理
数
科
の

種
子
島
研
修
旅
行
も
延
期
に
。
９

月
の
本
番
に
向
け
て
準
備
が
進
ん

で
い
た
大
運
動
会
関
連
も
一
時
的

に
す
べ
て
ス
ト
ッ
プ
。
さ
ら
に
は

各
部
活
動
の
練
習
や
合
宿
、
試
合

に
つ
い
て
も
延
期
や
予
定
の
大
幅

な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
学
校

は
先
が
見
え
な
い
中
で
２
学
期
の

ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

大
運
動
会
も
中
止
と
代
替
行
事

　

中
止
が
決
定
し
た
第
74
回
大
運

動
会
は
、
そ
れ
ま
で
の
準
備
の
成

果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
続
い
て
き
た
本
校
の
伝
統
、

ひ
い
て
は
筑
高
魂
を
受
け
継
ぎ
来

年
へ
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

代
替
行
事
を
実
施
。
代
替
行
事
は
、

男
子
の
筑
高
体
操
、
女
子
有
志
に

よ
る
ダ
ン
ス
、
そ
し
て
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
応
援
合
戦
が
中
心
的
内
容
。

９
月
10
日
を
代
替
行
事
の
実
施
日

と
定
め
、
そ
の
日
ま
で
に
準
備
や

練
習
風
景
を
動
画
に
撮
影
し
、
出

来
上
が
っ
た
も
の
を
翔
丘
祭
の
時

と
同
様
に
各
教
室
へ
ス
ト
リ
ー
ム

配
信
す
る
と
い
う
の
が
趣
旨
で
す
。

　

配
信
当
日
、
完
成
し
た
応
援
合

戦
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
映
像
を
見
た

生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
一
丸

と
な
っ
て
作
り
上
げ
た
も
の
を
初

「
福
岡
市
内
８
高
校
Ｏ
Ｂ
野
球
大

会
参
加
・
現
役
交
流
戦
運
営
（
当

校
・
修
猷
館
・
香
椎
・
博
工
・
福

工
・
大
濠
・
西
南
・
福
翔
）」「
野

球
部
激
励
会
・
卒
部
式
参
加
、
強

化
費
支
援
」
な
ど
で
す
が
、
一
昨

年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

各
行
事
の
中
止
・
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
２
０
２
７
年
の
創
部

１
０
０
周
年
に
向
け
て
記
念
事
業

を
検
討
し
、
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
を
賜
り
、
母
校
の
創
立

１
０
０
周
年
を
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
の
皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

め
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を

一
つ
の
形
と
し
て
見
事
に
作
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
満

足
と
誇
り
を
感
じ
て
い
る
様
子
で

し
た
。
こ
の
日
ま
で
に
全
体
を
束

ね
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
ズ
に
よ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
配
信
の
際
に
は
、
こ

み
上
げ
る
思
い
を
こ
ら
え
き
れ
ず

に
思
わ
ず
涙
し
て
し
ま
う
生
徒
も

い
ま
し
た
。
活
躍
の
機
会
そ
の
も

の
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
生
徒
も

大
勢
い
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
思

い
を
抱
え
な
が
ら
も
、
生
徒
た
ち

は
苦
難
を
乗
り
越
え
て
前
へ
進
み
、

新
た
な
伝
統
の
１
ペ
ー
ジ
を
こ
の

丘
の
上
に
刻
み
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
配
信

　

４
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受

け
、
県
教
委
は
す
べ
て
の
県
立
学

校
に
対
し
「
時
差
登
校
・
分
散
登

学
校
活
動
に
大
き
な
制
約

配
信
授
業
で
苦
難
乗
り
越
え

「w
ith

」「
ア
フ
タ
ー
」在
り
方
に
新
視
点

北
海
道
ス
キ
ー
研
修
中
止

代
替
行
事「
Ｎ
ｅ
ｗ
楽
旅
行
」を
企
画

学
年
遠
足
、３
年
は「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
」

創
部・母
校
創
立
１
０
０
周
年

と
も
に
盛
り
上
げ

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
新
会
長　

小
野　

健
太
郎（
高
35
）

校
・
短
縮
授
業
の
実
施
」
を
要

請
。
本
校
は
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
「
受
験
指
導
の
た
め
の
学
習
時

間
確
保
の
た
め
３
年
生
の
み
全
日

登
校
と
し
、
１
・
２
年
生
は
登
校

時
間
帯
を
午
前
と
午
後
に
ず
ら
し
、

そ
れ
ぞ
れ
半
日
授
業
を
行
う
」
こ

と
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
「
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
」
を
利
用
し
、
１
・
２
年
生

に
向
け
た
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
を
決
定
。
こ
れ
で
１
・
２
年
生

た
ち
は
半
日
間
学
校
で
通
常
通
り

の
授
業
、
残
り
半
日
間
は
自
宅
等

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
配
信

授
業
は
終
了
し
、
学
校
の
時
制
も

通
常
通
り
の
全
日
授
業
に
戻
り
ま

し
た
。with

コ
ロ
ナ
の
時
代
に

お
け
る
学
校
の
在
り
方
が
示
さ
れ

た
期
間
で
あ
り
、
ま
た
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
学
校
の
在

り
方
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
が
も

た
ら
さ
れ
た
期
間
で
も
あ
り
ま
し

た
。　
（
青
木
雄
志
教
諭　

高
66
）

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
大
半
の

生
徒
は
満
足
顔
で
、
実
行
委
員
の

生
徒
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。

　

３
月
15
日
（
月
）
第
２
弾
は
海

の
中
道
と
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
日
帰

り
旅
行
。
出
発
前
に
講
堂
で
本
校

卒
業
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
マ
リ
ン

ワ
ー
ル
ド
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
、

昼
食
後
に
各
ク
ラ
ス
２
台
、
計
22

台
の
バ
ス
で
学
校
を
出
発
し
た
。

最
初
、
海
の
中
道
海
浜
公
園
に
入

り
、
生
徒
達
は
伸
び
伸
び
と
過
ご

し
た
。
次
に
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
。

当
日
は
本
校
の
貸
し
切
り
だ
っ
た

の
で
。
海
の
生
物
を
鑑
賞
し
た
り
、

土
産
を
買
っ
た
り
し
、
19
時
半
か

ら
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
全
員
で
鑑
賞

し
た
。
イ
ル
カ
の
見
事
な
演
技
に

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
拍
手
喝
采

だ
っ
た
＝
写
真
。

　

学
年
遠
足
は
４
月
16
日
（
金
）。

１
年
生
は
太
宰
府
、
２
年
生
は
能

古
島
、
そ
し
て
３
年
生
は
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
へ
。
３
年
生
は
本
来
、

海
の
中
道
海
浜
公
園
だ
っ
た
が
、

３
月
す
で
に
行
っ
た
こ
と
、
修
学

旅
行
が
中
止
に
な
っ
た
代
わ
り
に
、

遠
距
離
だ
が
バ
ス
で
の
移
動
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
当
地

へ
の
遠
足
と
な
っ
た
。
22
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
、
8
時
前
に
学
校
を

出
発
。
広
い
園
内
を
生
徒
達
は
元

気
に
歩
き
回
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
み
、
昼
食

も
満
喫
し
た
。

（
一
ノ
瀬
泰
宏
教
諭　

高
36
）

校舎改築着 と々　新本館は新年２月に完成
　筑紫丘高校創立100周年記念事業の一
環として、校舎の改築工事が着 と々進められ
ています。工事は講堂、武道場、図書館
棟、グラウンドを除いた敷地内のほぼすべて
を対象とした大掛かりなもので、2020年に着
工。まず同年夏、本館から図書館へ向かう
通路と、２階へ直接上がる外階段が解体さ
れ、正門周辺の一帯が平らに均されるところ
から始まりました。その後、地質調査や基礎
固めの工事が続き、それと並行して旧制筑紫
中学校の校歌が刻まれた記念碑の移動など
が進められました。
　21年春ごろから校舎の本格的な建造が始ま
りました。21年10月現在では、新たな本館と
なる校舎の外枠が３階の高さまで組みあがっ
ています。今後、新本館は22年２月までに完
成する見通し。全体の完成は27年ごろになる
予定とのことです。（青木雄志教諭　高66）

　

福
岡
県
は
令
和
３
年
度
、
５
月
と
７
月
の
２
回
に
わ
た
っ
て
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
本
校
で
は
授
業
や
行
事
、
部
活
動
な
ど
学
校
生
活
に
関
わ

る
多
く
の
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
発
生
。
翔
丘
祭
と
大
運
動
会
を
は

じ
め
学
校
行
事
の
多
く
が
中
止
、
延
期
、
縮
小
と
な
り
ま
し
た
。
授
業

が
配
信
に
な
る
な
ど
の
苦
難
に
も
直
面
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
沈
静

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。


